
サッカーを始めた時期は、前田選手は

小学校２年生の夏でその年に行われた日

韓Ｗ杯を見て自分も出たいと思ったか

ら。吉丸選手は小学校に入ってすぐで自

分の兄弟がやっていたので自分もやりた

いと思い自然に始めたそう。

宮崎県出身の吉丸選手。地元のチーム

からも声がかかっていたのになぜ神戸に

来たのだろうか。「中学校２年生のとき

にトレセンによばれ、自分より上のレベ

ルの人がいて、その人たちとやりたいと

思った。そして本気でプロになるには、

九州から出るしかない」と思いヴィッセ

ル神戸に加入し、神戸学院大学附属高等

学校に入学したという。自分の長所を聞

いたところ、前田選手は「チームのため

と仲間の選手が気持ちよくできるプレ

ー」、吉丸選手は「シュートストップの

精度」を挙げた。吉丸選手は2013年のＪ

ユースカップの決勝でＰＫを止め、14年

ぶり２度目の優勝に導いた。2014シーズ

ンは、両選手とも満足できるシーズンで

はなかった。前田選手は、ＪリーグＵ－

選抜として出場したＪ３でＪリーグ初

ゴールを決めたが、Ｊ１の試合に出場す

ることはなかったし、自分のやりたいプ

レーがやれなかった。吉丸選手は、同じ

ようにＪ１の試合に出場できなかったこ

と、そして一番悔しかったこととしてＵ

19日本代表でＷ杯に行けなかったことを

挙げた。

前田選手の憧れの選手はＦＣバルセロ

ナ（スペイン）のブスケッツ選手。目立

つ選手ではないが、チームのためにプレ

ーする姿を自分と重ねあわせる。吉丸選

手は、昨年のブラジルＷ杯でドイツ代表

として優勝に貢献したバイエルン・ミュ

ンヘン（ドイツ）のノイアー選手。世界

で活躍する選手を目標に日々成長を続け

る。両選手の来シーズンの目標は、試合

に関わり、自分のしたいプレーをする。

最後に若い世代へのメッセージとして、

前田選手「自分の好きなことを一生懸命

に努力すれば夢は叶う」、吉丸選手「一

つ夢中になる事を見つけることが大切」

と言っていた。昨シーズンは満足にいく

プレーをできなかった両選手だが今シー

ズンの活躍と共にヴィッセル神戸のます

ますの発展を期待したい。

記事・畑中真理奈

阪神・淡路大震災の復興の象徴として活動してきたヴィッセル神戸。震災20

年を迎え、１月にはチャリティーマッチを行うなど様々な活動を行っている。

今回は神戸学院大学附属高等学校卒で、今シーズンの躍進が期待されるＭＦの

前田凌佑選手とＧＫの吉丸絢梓選手に取材をした。

セービングをする吉丸選手 ©

パスコースを探す前田選手

©

ＭＦ前田凌佑選手

ＧＫ吉丸絢梓選手
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■河本莉歩＠兵庫商業 この記者クラ
ブに今回参加させてもらって、本格的
な新聞を作ったり、自分たちでお店に
取材に行ったり、普段の生活ではなか
なか体験のできないことができとても
楽しかったです。本当にありがとうご
ざいました。この経験を今後に生かし
ていきたいと思います。
■吉田愛理＠兵庫商業 アポ取り・取
材・記事作りまで、本当にたくさんの
手助けをして頂きながら、自分たちで
新聞を完成させることができました。
この新聞を多くの方に読んでもらい、
兵庫区について知ってもらえれば良い
なと思います。記者クラブという貴重
な経験をこれからの生活に生かしてい
きます。ありがとうございました。
■植木美遥＠兵庫高校 普段から新聞
を読むのが好きな私にとって、記者ク
ラブに参加して実際に新聞製作をする

ということはとても魅力的でした。い
ざやってみると１つの記事を書くのに
も過程が色々とあって手がかかるのだ
なと身をもって感じました。これから
は今までと違った視点で新聞が読める

と思います。ご指導をいただいた皆様、
本当にありがとうございました。
■岡本航輔＠兵庫高校 学校の活動と
両立して記者クラブの活動を行わなけ
ればならなかったので、大変だったけ

れど、取材では興味深い話をたくさん

聞かせていただきました。何回も取材
に出向くことになってしまった取材先
もありましたが、そのぶん良い記事を
書くことができたと思います。取材す
ること、記事を書くことなど初めて経
験することがたくさんありましたが、
充実してこの活動を行うことができま
した。今後もこの活動を糧にして色々
なことに励みたいと思います。
■宮本梨生＠兵庫高校 私自身、元々
兵庫区民ではありませんでしたが、祖
母の家が兵庫区にあったこともあり、
小さい頃からよく湊川などを訪れてい
ました。しかし、今回の取材や新聞作
りを通して、今まで“お客さん”とい
う立場でしか行ったことのないお店で
貴重なお話を聞かせていただいたり、
本当の新聞を書く大変さを味わったり
と、自分にとって大変充実した時間を
送らせていただきました。この新聞作

りに携わってくださったスタッフの皆
さんや、このような機会を与えてくだ
さった先生に感謝したいです。ありが
とうございました。
■佐野香之＠兵庫高校 テーマ設定や

取材など大変なことも多かったけれ
ど、記事が完成した時にはそれを上回
る達成感がありました。また新聞が完
成に近づくにつれて、毎回の集まりが
とても楽しみになりました。記者クラ

ブの方や取材させていただいた方、す

べての方が優しくて楽しく活動するこ
とができました。本当にありがとうご
ざいました。たくさんの方々にこの新
聞を読んでもらえることを願っていま
す。
■ゴマル萌恵＠兵庫高校 取材をさせ
ていただいた方の思いを記事にするこ

との難しさを改めて感じました。また、
私は記事を完成させるのにとても時間
がかかり、「伝えたいことをまとめる」
「文字で表現する」力が未熟であると
感じました。しかし、記事が完成した

ときはとても嬉しかったです。記者ク
ラブでは色々と指導をうけながら新聞
を作成するという貴重な体験ができた
ので良かったです。協力してくださっ
た皆様有り難うございました。

■池田真唯＠市立神港高校 人生で初

めて取材をして記事を書きました。学
校の同じ学科の先輩に取材したのです
が、初めての取材ということもあって
取材相手に手間をとらせてしまったり
上手く取材ができなかったりしたので
すが、時間が経つにつれて徐々に緊張
もほぐれて笑顔で取材を終われてよか
ったと思いました。この記者クラブを
通して記事を書くことの難しさや大変
さを知りました。良い経験になったと
思っています。ありがとうございまし
た。
■松本梨々＠市立神港高校 最初は記
者クラブってどのような活動かわから
なくて緊張していました。しかし、皆
さん優しくてすぐに打ち解けることが
出来ました。取材も記事作りもしたこ
とがなかったので不安でしたが、記者
さんがアドバイスをしてくれて、良い
記事を作ることが出来ました。このよ

うな経験は滅多にすることが出来ない
し、色々なことを学ぶことが出来て良
かったです。ありがとうございました。
■前田遥香＠市立神港高校 本当の記
者さんになった様な貴重な体験が出来

て良かったです。何気なく読んでいる
新聞がこんなに大変なこととは思いま
せんでした。でも、記者クラブの人た
ちと協力し合えたので無事に作ること
が出来ました。一つ一つが新鮮でした。

今後の生活においてもこの経験を活か

せたらいいなと思います。ありがとう
ございました。
■王国屹＠市立神港高校 記者クラブ
の活動に参加できて、とても良い経験
となりました。初めはとても不安で緊
張していましたが、区役所の方や神戸
新聞の方が色んなことを教えてくれ
て、徐々に記者に近づいている気分で
楽しかったです。記事を書く基本のテ
クニックや写真の正確な撮り方なども
習得できて良かったです。これからの
人生の中でも生かしていきたいです。
■畑中真理奈＠神戸学院大学附属高校
記者クラブの参加は友達に誘われて
の参加でした。自分の好きなことにつ
いて取材をしましたが、慣れないこと
ばかりだったので大変でした。友達が
留学に行って２人分の記事を書くなど
いろいろとありましたが、普段できな
いような経験をたくさんできました。

できれば、今後もこのような活動に参
加したいです。
■川内綾恋＠神戸学院大学附属高校
（海外留学につき途中までの参加のた
め）最後まで活動出来なくて申し訳な

いですが、すごく良い経験になりまし
た。ありがとうございました。日本に
帰ってから新聞を読むのを楽しみにし
ています。

市立神港高等学校情報処理科２年の多

井奈緒子さんが昨年６月に行われた「第

26回全国高校情報処理競技大会兵庫県大

会」個人の部で優勝、続いて参加した「商

業教育130年記念第26回全国高等学校情

報処理競技大会」でも入賞を手にした。

２年生で優勝という快挙を達成した多井

さんにこの大会への想いを聞いた。

｜情報処理競技大会に出場した理由は

？

出場した理由は唯一ではないが情報処

理の公式の大会だったからということ

と、部活動で参加するということだった

ので出場しました。

｜情報処理研究部では大会に向けて何

をしていましたか。

基本情報技術者試験が終わったあたり

から過去問題を解き始めました。特に私

と他２名の部員は過去問題を解いては見

直し、解いては見直しの繰り返しでした。

｜全国大会に出場した時の心境は？

さすが全国といった感じでした。すご

く強い人達ばかりなので、入賞できれば

いいなと思っていました。実際に問題を

解いても解けず、やはり全国というもの

はレベルが高いと思いました。特に上位

の方々は高得点を取っていて正直言って

化け物レベルだなと思いました。

｜優勝した時の心境は？

まさか自分が１位になると思っていま

せんでした。他にも３年生はたくさんい

ましたし２年生も大勢いて自分が１年生

の時の大会で入賞していたのは３年生ば

かりだったので２年生で優勝できるとは

思いませんでした。

｜この情報処理競技会は多井奈緒子さ

んにとってどういった大会になりました

か？

今となってはとても重要な大会になっ

たと思います。２年生になってから２回

目の大会だったのですが、優勝するとは

思っていなかったし、３年生になってか

らではなく２年生で主力となって楽しん

で競技に出場出来るのはこの時しかない

と思いました。

｜情報処理研究部はどういった活動を

していますか？

（清川先生）資格取得をメインにやっ

ています。

入部したときは全国商業情報処理検定

試験の３級から始めて徐々に２級、１級

とレベルを上げています。例えば、今情

報処理科の１年生では情報処理検定２級

の勉強をしていますが、ここでは１級の

勉強を行っています。しかも、ビジネス

情報部門だけでなくプログラミング部門

も今度１級を取得する予定です そして

それが終われば国家試験の勉強を始め

て、行く行くは多井さんのように競技大

会に出場させていきたいと思っていま

す。神港高校は個人の部では優勝したの

ですが、団体の部はここ十数年優勝出来

ておらず、いつも他校の後ろを追いかけ

る三番手状態なので、来年は団体優勝を

目指しています。

｜清川先生は大会で多井さんをどうい

った感じで見守っていましたか？

（清川先生）４月から過去問題を解い

ていたのでもう解いていない問題はない

だろうというぐらいに過去問題を解いて

いました。兵庫県大会の過去問題だけで

なく全国大会の過去問題も解いて、今ま

でにないほどの練習と準備をしたので結

果はどうであれ、やったことが無駄にな

らなければよいと思っていました。

｜最後に今後の大会への想いをお願い

します。

次どんな２年生が出てくるのかがわか

らないですし、今回の全国大会に出場し

たとき他校の２年生がいたのですが、そ

の人に抜かされてしまったので来年はも

う少し頑張らないと１位は取れないと思

っています。

記事・写真 池田真唯、前田遥香

＜補足＞情報処理検定試験とは？ コ

ンピュータのハードウェアやソフトウェ

アに関する知識、ビジネスにおける実務

的表計算ソフトウェアの活用やデータベ

ースソフトウェアの活用、プログラミン

グに関する技能をはかる検定が情報処理

検定です。
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今を噛み締め 次の目標へ
情報処理大会で優勝 市立神港高２年・多井奈緒子さん
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